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指定工場向け説明会

この説明会では、

・電子車検証
・特定記録事務代行
・ＯＳＳ
・ＯＢＤ検査
について説明します。



まずは
・電子車検証
・特定記録事務代行
・ＯＳＳ
・ＯＢＤ検査
について概要を説明します。



・電子車検証について

令和５年１月より、支局が交付しています。
軽自動車は令和６年１月から。
なお、「自動車検査証」以外は従前どおり。（一時抹消など）

なんのためにやったのか？
整備事業者等の事業所等において車検証の有効期間を更新する仕組みを新
たに導入し、車検時の運輸支局等への出頭を不要とする
などのため



・電子車検証ってどんなもの？

大きさ：Ａ４サイズからＡ６相当になった。
特徴：
・厚紙に「ＩＣタグ」を貼ったもの（Ｂの部分）
・継続検査では「ＩＣタグ」の内容を更新するので、同じ車検証を使い続ける
内容：券面に書いてあること、「ＩＣタグ」に入っている情報がある
取り扱いの注意点：
・「ＩＣタグ」部分は電子回路なので、折り曲げたり、切れたりしないように注意
・折り曲げるときは「ＩＣタグ」を避ける



・電子車検証ってなどんなもの？

読み取り方：「ＩＣタグ」を専用のアプリで読み取る（ＰＣ用、スマホ用がある）
注意：
・ＱＲコード（Ｃの部分）はありますが、アプリでは「ＩＣタグ」を読み取ります。
・ＱＲコードでは「自動車検査証の有効期間」は読み取れません。



・電子車検証閲覧アプリについて
・ＰＣ用、スマホ用があり、「電子車検証特設サイト」でインターネット検索して、
アプリをダウンロードする。
ＰＣ：「ＩＣカードライター（リーダー）」が必要
スマホ：ＮＦＣ機能（おサイフケータイなど）が必要
アプリのインストールができたら起動し、指示に従い「セキュリティコード」小さい
４ケタの数字を入力して「ＩＣタグ」を読み取る。
・「ＩＣカードライター」や「スマホの読み取り部」に数秒押し当てる
・押し当てる部分は機種ごとに違うので、ある程度慣れが必要。

ＩＣタグ

セキュリティコード（４ケタ）



・電子車検証特設サイトについて
「電子車検証特設サイト」でインターネット検索すると出てきます。
URLはこちら https://www.denshishakensho-portal.mlit.go.jp/

より専門的な事業者むけ情報
一般的な使用者むけ情報



１．閲覧アプリへ

２．アプリインストールページへ



アプリインストールページへ

・整備振興会ＨＰからも直行できます



・電子車検証閲覧アプリについて
・読み取りに成功すると、全ての情報が表示されます。
・正確性確保のためオンラインモードで閲覧してください。
・指定整備する時には、都度、車検証本通を確認し読み取る必要があります。
・継続検査では「ＩＣタグ」のデータ書き換えをしてお返しします。
・車検証そのものは変わりません。

ＩＣタグ

セキュリティコード（４ケタ）



・電子車検証閲覧アプリについて
その他の機能
・ＰＤＦ保存ができる
・複数車検証の一斉ダウンロード（ＰＣのみ）
・リコール情報確認（オンラインモードのみ）
・車検時期お知らせ（スマホのみ）
などなど
「電子車検証特設サイト」の閲覧アプリ詳細版に全機能が掲載されています



・自動車検査証記録事項について

交付時の車検証の全情報です（当分の間交付します）。
アプリでＰＤＦ保存したものと同じです。だれでも印刷できます。



ここまで
・電子車検証
・特定記録事務代行
・ＯＳＳ
・ＯＢＤ検査

について説明しましたがより詳細を知りたいときは、

「電子車検証特設サイト」
のインターネットサイトをご覧ください。



これをふまえて
・電子車検証
・特定記録事務代行
・ＯＳＳ
・ＯＢＤ検査

について説明します。

「記録事務代行ポータル」
のインターネットサイトを使用します。



ポータルサイトへ

・整備振興会ＨＰから直行できます



・「記録事務代行ポータル」について
記録事務代行制度について、申請、専用アプリ、関係情報が掲載されたもの。
ここから進みます。



・「記録事務代行」ってなにができるの？
大きく分けて２つのこと。
・「電子車検証」の「ＩＣタグ」の中の、「車検有効期間」を更新する
・新しい車検ステッカーを印刷すること

よって、「紙」車検証は対象外です。
紙車検証から電子車検証になった次の車検から制度の対象になります。
承認されたのち、車検ステッカーを申請によりお渡しします。



・「記録事務代行」ってなに？
２種類ある。

・特定記録・・・継続検査ＯＳＳ
・特定変更・・・名義変更ＯＳＳなど

指定整備事業者は、「特定記録」のみが対象です。



指定工場の場合、
記録事務代行では「特定記録」が委託され、
継続検査ＯＳＳのみが対象です。

注意点：
・有効期間が短縮されるもの
・納税証明書の提示が必要なもの
・放置違反金（駐車違反）の領収書提示が必要なもの
は、ＯＳＳであっても対象外となります。

なお、電子保適の紙申請は「ＯＳＳ」ではありませんので、
誤解無きようお願いします。



「記録事務代行」の申請には何が必要なの？
・実際の申請画面で確認していきましょう。
注意点：申請は「各事業場ごと」に「各事業場のＰＣ」から行います。
・必ず各事業場のＰＣメールを用いてＷｅｂ申請を行ってください。

あらかじめ用意する電子ファイル(後述：すべてjpeg、png、ｐｄｆ形式)
・マイナンバーカードや運転免許証等の電子ファイル(法人は代表者のもの）
・組織体制図・設備要件
・欠格事項に該当しない旨の宣誓書

ここから進みます



「記録事務代行」の申請には何が必要なの？
・実際の申請画面で確認していきましょう。

規約を読みます

チェックします

次に進みます



・実際の申請画面

「事業場」で使うＰＣのメールアド
レスを入力します

もう一度入力します

次に進みます



自動でお知らせメールが来ます

ＰＣにメールが来るので、
リンクから申請します



指定整備事業者にチェックします

特定記録にチェックします

登録車及び軽自動車にチェックします

岡山運輸支局を選択します



事業者名を入力します。
（事業場名ではありません）

事業者住所を入力します
（事業場住所ではありません）

事業者電話番号を入力します（半角）
（事業場電話番号ではありません）

最初から入っています



事業者の代表者氏名を入力します
（社長などの氏名）

手続きを行う担当者氏名を入力し
ます（事務員さんなど）

事業場名称を指定書どおり入力します

事業場の住所を指定書どおり入力します。
（事業者と同じ場合はチェック可）

指定整備工場コード7ケタを入力します
例）指定番号・岡286-4578の場合
：7400286 (4578は不要）
指定書等で確認します



事業場の電話番号を入力します
（事業者と同じ場合はチェック可）

事業場での特定記録等事務責任者を
入力します
（責任者については後述）

各添付書類は申請前に
作成しておきます。（後述）

添付書類をアップロードします



確認に進み、内容確認して送信



後述
・事業者は特定記録等事務責任者を選任し、
組織体制を決定しておくことが必要。
・役職は問わないので適切なかたを「事業者」が選任してください。

（抜粋）



後述：添付書類について



ICカードリーダ・ライタの規格
・非接触型のNFC規格に準拠していること。
・ISO/IEC 14443 TypeAに準拠していること。
並びにPC/SCインタフェースに対応していること。

gbizIDの取得方法
・gbizIDを使用する場合、

gbizIDサイトから取得する必要がある。

https://gbiz-id.go.jp/top/

動作確認済みICカードリーダライタ
及びプリンタ（ページ下）
https://www.denshishakensho-
portal.mlit.go.jp/business/service/

組織体制図・設備要件（あらかじめ作っておく）

０５０－５５４０－２０７２
（０３７）



宣誓書（あらかじめ作っておく）

車両法施行規則第49条の7第3号

イ 一年以上の懲役又は禁錮の刑に処せられ、その執行を
終わり、又は執行を受けることがなくなつた日から二年を経過
しない者

ロ 第四十九条の十六又は第四十九条の二十九の規定に
より委託を解除され、その解除の日から二年を経過しない者

ハ 営業に関し成年者と同一の行為能力を有しない未成年
者であつて、その法定代理人がイ、ロ又はニのいずれかに該
当するもの

ニ 法人であつて、その役員（いかなる名称によるかを問わ
ず、これと同等以上の職権又は支配力を有する者を含む。）
のうちに、イからハまでのいずれかに該当する者があるもの

に該当していないことを宣誓するもの。

岡山

代表取締役 ○○



電子申請後は支局が審査します（およそ１ヶ月）
→承認、補正指示、却下のいずれかの連絡メール



公衆の見易いように標識を掲げなければならない。
（振興会でも相談に乗ってくれる）

承認されたら・・・
必要なこと
・標識をつくって掲示する

岡山運輸支局長
軽自動車検査協会

事業者名



承認されたら・・・
必要なこと
・アプリのダウンロード
・ログインのＩＤ、パスワードの管理（忘れないようにする）

ここから



車検ステッカーを支局に受け取りに来る
紙申請 （検査標章配布申請書兼受領書）

の１割増し

・検査標章授受出納簿を最初に作る。
・使った日ごとに記入する。
・検査標章を受け取るときにもってくる。



承認内容に変更があったら変更申請
（オンライン申請が整うまでは紙申請）

変更する３０日前までに変更申請

変更する７日前までに変更届出



検査標章授受出納簿

最後に記録した日付
R4.5.27

翌々年度の末日
R7.3.31

翌年度の末日
R6.3.31

記録した日の
属する年度の末日

R5.3.31

管理簿は年度ごとに作り過去3年度分保存。
印刷に失敗したステッカーは捨てずに管理簿とともに保存する。



「番号」

検査標章授受出納簿

印刷前に異常を見つけたら現品を持って支局に報告する。



検査標章紛失届出書

・紛失したらすぐ報告(届出書提出)する。





実際の事務代行アプリの画面について

事務代行制度が使える条件はそろっていますか？

☑ すでに電子車検証をもっている（紙車検証不可）

☑ ＯＳＳにおいて事務代行で申請している

☑ 事務代行が委託され実施体制が整った













機器設定



問い合わせ先
事務代行ポータルサイトの問い合わせ先です。



次に
・電子車検証
・特定記録事務代行
・ＯＳＳ
・ＯＢＤ検査

について説明します。
ＯＳＳの導入は振興会に申請が必要です。
ここでは注意点のみを説明します。



支局に車検証を出すとき
（事務委託できないとき）は、
「運輸支局等」を選ぶ

事務委託の業務開始後は、
「依頼人」
（整備システム申請の場合は
「依頼人(申請個別指定)」になる）
を選択

ＯＳＳの電子車検証更新区分について
(AINAS画面抜粋）



事務代行を行ったときのＯＳＳの審査の流れについて

ＯＳＳ申請は
１．指定工場→振興会(または自販連)→支局にデータが送られ審査されます。
２．ＯＳＳ処理は２～３時間程度かかります。
３．事務代行アプリに通知されるのはＯＳＳ処理完了後になります。



（周知）ＯＳＳの状況について
ＯＳＳの処理時間は、平日９：００頃～１６：００頃です。
午前中は夜間に指定工場から送信されたデータを処理しており、
処理完了まで車検証は交付されません。

支局窓口へは、申請から３時間以上経過してからお越しください。
土日や夜間の申請は特にご注意ください。

（おしらせ：窓口が混雑しやすい時間帯）
下記時間帯は窓口が混雑しやすい状況です。業務の参考としてください。

月曜午前、火曜午前、木曜、金曜午前



最後に
・電子車検証
・特定記録事務代行
・ＯＳＳ
・ＯＢＤ検査

について説明します。



基本のおさらい（要点抜粋）
・ＯＢＤ検査とＯＢＤ点検は違うもの
・ＯＢＤ点検

・すでに始まっている
・ほぼ全てが対象車（二輪、大特は対象外）
・古い車両はランプを見る

・ＯＢＤ検査
・令和６年１０月から始まる
・対象車は車検証備考欄に記載がある（令和３年以降の車が対象）
・検査用スキャンツールを必ず使う
・検査用スキャンツールは現在開発中で、まだ売ってない
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＜OBD検査システムの全体構成＞

O

B

D

検

査

用

サ

ー
バ

ー

検査場（普通車・軽）

操作用タブレット

制御用PCOBD読取り用VCI

実績分析
システム

運用管理
システム

検査場内無線LAN 検査場サーバー

専用システム（普通車用・軽自動車用）

・特定DTC照会アプリ（表示部）

※出張検査場での検査
にも対応可能な構成を
検討中・特定DTC照会アプリ（処理部）

専
用
回
線
（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
）

整備工場

検査用スキャンツール

無線LAN
・特定DTC照会アプリ

無線通信

有線通信

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

１．OBD検査の概要
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３．OBD検査の導入スケジュール

2021 2022 2023 2024 2025

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

マイルストーン

OBD
検査業務

国産車

輸入車

OBD情報管理業務

プレテスト

OBD検査
システム

OBD検査
用サーバ

スキャン
ツール

特定DTC
照会アプリ

検査体制

検査場

整備工場

運用管理
体制

運用管理
センター

コール
センター

プレ運用 本格運用

プレ運用 本格運用

審査用技術情報の管理

開発

運用・保守

プレ運用準備
(配備含む)

プレ運用準備
(配布含む)

研修研修準備

周知

特定DTC情報管理業務開始手数料徴収開始・
運用管理センターの運用開始（2021/10)

▼

OBD検査プレ運用開始
(2023/10)
▼

合否判定開始(国産車)
(2024/10)
▼

合否判定開始(輸入車)
(2025/10)

▼

運用・保守

【凡例】 ：OBD検査に向けた準備業務

：OBD検査の運用にかかる業務

問い合わせ対応（電話・メール、チャットボット）

運用

システムリリース
コールセンター運用開始

（2023/04)
▼

１R開発

登録

ﾌﾟﾚﾃｽﾄ 結果とりまとめ

①令和４年９月～
ＯＢＤシステム登録の周知

②令和５年４月～
ＯＢＤシステム登録の開始

プレ運用 本格運用

④令和６年10月～
ＯＢＤ検査本格運用

③令和５年10月～
ＯＢＤ検査プレ運用
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終了

お疲れ様でした


